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別記様式（第４条関係） 

会    議    録 

会 議 の 名 称 第３４回朝霞市新型コロナウイルス対策本部会議 

開 催 日 時 

午後４時００分から 

令和４年１月 1７日（月）                               

午後４時２０分まで 

開 催 場 所 朝霞市役所別館２階 全員協議会室 

出 席 者 

富岡市長、神田副市長、尾口消防署長、宮村市長公室長、毛利危機管理監、

須田総務部長、清水市民環境部長、三田福祉部長、麦田こども・健康部長、

笠間都市建設部長、宇野審議監、望月会計管理者、木村上下水道部長、村山

議会事務局長、金子学校教育部長、菊島生涯学習部次長、太田監査委員事務

局長 

（事務局） 

＜健康づくり課＞田中次長、坂田課長補佐、斎藤課長補佐 

（危機管理室）田畑副審議監 

（シティ・プロ―モーション課）星加課長 

会 議 内 容 
（１） 新型コロナウイルス感染症に係る対応について 

（２） その他 

会 議 資 料 

・第３４回朝霞市新型コロナウイルス対策本部会議次第 

・新型コロナウイルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応について 

・新型コロナウイルス感染症に係る市の対応について 

・保健所による濃厚接触者の特定が行われない場合の取扱いについて（通知） 

会 議 録 の 

 

作 成 方 針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 ■要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 

そ の 他 の 

必 要 事 項 
 

  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 
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１ 開  会  第３４回朝霞市新型コロナウイルス対策本部会議を行うことを報告 

 

２ 議  題  富岡市長が本部長となり、議事進行を行った。 

    

             

（１）新型コロナウイルス感染症に係る対応について 

  

 

（こども・健康部） 

・１週間前から陽性者が急激に増えており、保健所の業務がひっ迫している。 

・国から濃厚接触者、入退院、退院時の判断基準についての通知があり、現在のコロナ

陽性者は、オミクロン株の患者として取り扱う。 

・退院の基準については、発症日から１０日間かつ回復傾向になってから７２時間が経

過した場合となる。 

・濃厚接触者の自宅療養の健康観察期間が１４日間から１０日間に短縮された。 

・市では第５波の時と同じ対応となり、保健所では積極的な疫学調査は出来ない状況の

ため市で行う。対象の施設は小中学校、保育施設、高齢者施設、障害者施設等となり、

市の職員も同様の対応となる。 

・陽性者が判明した場合は発症日を特定し、次に濃厚接触者の特定をする。実際には各

施設で行い、それを所管課に報告し所管課から保健所にその旨を連絡する。濃厚接触

者には陽性者と接触した日から１０日間、施設利用を自粛することと、医療機関でＰ

ＣＲ検査をしていただくようお願いしたい。ＰＣＲ検査は濃厚接触者であれば基本的

に検査費用は無料で受けることができるが、事前に医療機関へ連絡し確認することを

伝えていただきたい。 

 

（危機管理室） 

・県の対策本部会議が１９日にあり、まん延防止等重点措置になるという方向で進んで

いると聞いている。日程については３週間から１か月程度。内容については以前と同

様の状況だという情報があるが、まだ確定はしていない。 

 

（総務部） 

・職員の濃厚接触者の特定が行われない場合の取扱いについて通知を作成したので、本部

会議終了後に全庁的に出す予定。内容は第５波の時と同様にチェックシートを使用し職

員課に提出する。 
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（こども・健康部） 

   ・保育園１０カ所の施設で陽性者がでている。１番多い施設で９人。濃厚接触者は４３

人。基本的に保育園では濃厚接触者を特定するまでは全園が休園としているが、特定

された段階で濃厚接触者のみ１０日間の自宅待機としているため、長期間休園となっ

ている園はない。かなり感染が広がっているので、登園自粛の要請を早急に行ってい

く。 

 

（学校教育部） 

・学校でも陽性者や体調不良者がでている。今週末に予定していた「朝霞市吹奏楽フェ

スティバル」は、市内の小中学校の感染状況を踏まえ開催見送りで決定した。 

 

（市長） 

・保育園で陽性者と濃厚接触者が増えている。保健所では濃厚接触者の特定ができない

ため保育課で行っているが全体的に厳しい状況が続いている。 

・当面は部内対応で済むと思うが、状況が悪くなれば各部からの応援も考えられるので、 

その時は対応をお願いしたい。 

・消防署から報告があり、救急搬送は昨年の第５波の時は１３３人ぐらいいたが、今年

になり感染が広がっている中で６件。重症化しないのか、若い人が多いのかは不明だ

が第５波の時とは多少違った傾向がでている。少しでも陽性者が増えないように取り

組んでいく。 

 

（２）その他 

 

特になし 

 

３ 閉  会 

 


